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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第38期
第１四半期
連結累計期間

第39期
第１四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 4,448 5,218 17,864

経常利益 (百万円) 643 648 1,669

四半期(当期)純利益 (百万円) 278 492 757

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 276 469 787

純資産額 (百万円) 16,584 17,238 16,997

総資産額 (百万円) 123,268 117,980 121,785

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.92 16.09 24.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 13.4 14.6 13.9

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当社は平成24年５月24日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ケイ・エル宮崎を

吸収合併することを決議し、同日付で合併契約書を締結いたしました。

  合併の概要は、次のとおりです。　  

　(1)当該吸収合併の相手会社についての事項(平成24年３月31日現在)

商号 株式会社ケイ・エル宮崎

本店の所在地 福岡市博多区博多駅前４丁目３番18号

代表者の氏名 代表取締役社長  黒瀬  健男

資本金の額 10百万円

純資産の額 △87百万円

総資産の内容 827百万円

事業の内容 融資事業

　(2)当該吸収合併の目的

株式会社ケイ・エル宮崎は、当社100％出資の連結子会社であり、当社と同様の業務を行っております。

このたび、当社グループ経営の一層の合理化を図るため本合併を行うものです。

　(3)当該吸収合併の方法、吸収合併に係る割当ての内容その他の吸収合併契約の内容

① 吸収合併の方法

当社を存続会社とする吸収合併方式であり、株式会社ケイ・エル宮崎は解散いたします。本合併は、

以下の日程で実施される予定です。

取締役会決議日 平成24年５月24日

合併契約締結日 平成24年５月24日

合併契約承認株主総会 平成24年６月28日

合併期日(効力発生日) 平成24年10月１日(予定)

② 吸収合併に係る割当ての内容

当社は、株式会社ケイ・エル宮崎の全株式を所有しており、合併比率の取り決めはありません。また、

本合併による新株式の発行、資本金の増加並びに合併交付金はありません。

　(4)当該吸収合併後の吸収合併存続会社となる会社についての事項(平成24年３月31日現在)

商号 株式会社九州リースサービス

本店の所在地 福岡市博多区博多駅前四丁目３番18号

代表者の氏名 代表取締役社長  藤丸 修

資本金の額 2,933百万円

事業の内容 リース・割賦事業、融資事業、不動産事業、フィービジネス事業
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興関連需要等から緩やかな回復の

兆しが見られたものの、欧州債務問題に伴う金融不安が続くなど、依然として先行き不透明な状況で推移

いたしました。

  このような中、当社グループでは良質資産の積み上げによる安定収益基盤の構築を目指すとともに、有

利子負債の削減など財務体質の強化にも取り組んでまいりました。

  この結果、当第１四半期連結累計期間における経営成績は、不動産売却収入の増加などにより売上高は

5,218百万円（前年同期比17.3％増）となりましたが、貸倒引当金繰入額の増加などにより、営業利益は

661百万円（前年同期比1.5％減）となりました。経常利益は資金調達コストの減少により648百万円（前

年同期比0.8％増）となり、四半期純利益は税金費用の減少により492百万円（前年同期比77.0％増）と

なりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① リース・割賦

新規実行高が商業・サービス業用機械設備を中心に堅調に推移し、売上高は2,328百万円（前年同期

比0.6％減）とほぼ前年並みの実績となりましたが、貸倒引当金繰入額の増加によりセグメント利益

（営業利益）は248百万円（前年同期比13.3％減）となりました。なお、リース債権及びリース投資資

産残高は21,029百万円（前期末比0.2％減）となり、割賦債権残高は11,551百万円（前期末比1.2％

減）となりました。

　
② 融資

売上高は296百万円（前年同期比3.6％増）となりましたが、セグメント利益（営業利益）は貸倒引

当金繰入額の増加により135百万円(前年同期比1.9％減)となりました。なお、営業貸付金残高は期限前

回収の発生などにより22,835百万円（前期末比10.6％減）となりました。

　
③ 不動産

不動産売却収入の増加により売上高は2,337百万円（前年同期比63.1％増）となり、セグメント利益

（営業利益）は383百万円（前年同期比37.4％増）となりました。なお、賃貸不動産残高は37,475百万

円（前期末比0.4％減）、販売用不動産残高は4,835百万円（前期末比17.5％減）となりました。

　
④ フィービジネス

生命保険の代理店手数料の減少などにより売上高は107百万円（前年同期比33.5％減）となり、セグ

メント利益（営業利益）は36百万円（前年同期比55.1％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は117,980百万円（前期末比3.1％減）と前連結会計年度末に

比べ3,804百万円の減少となりました。これは主に営業貸付金の減少2,707百万円、販売用不動産の減少

1,026百万円などであります。

  負債合計は100,742百万円（前期末比3.9％減）と前連結会計年度末に比べ4,045百万円の減少となり

ました。これは主に借入金の減少3,793百万円などであります。

  純資産合計は17,238百万円（前期末比1.4％増）と前連結会計年度末に比べ240百万円増加いたしまし

た。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 68,000,000

計 68,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 37,143,37437,143,374福岡証券取引所
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 37,143,37437,143,374― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年６月30日 ― 37,143,374 ― 2,933 ― 819

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができませんので、直前の基準日である平成24年３月31日現在の株主名簿により記載してお

ります。

① 【発行済株式】

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  6,581,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 30,495,000 30,495 ―

単元未満株式 普通株式     67,374― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 37,143,374― ―

総株主の議決権 ― 30,495 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式624株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
九州リースサービス

福岡市博多区博多駅前
４丁目３番18号

6,581,000─ 6,581,00017.71

計 ― 6,581,000─ 6,581,00017.71

(注)  当第１四半期会計期間末日の自己株式数は6,581,624株であります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,880 10,354

割賦債権 11,691 11,551

リース債権及びリース投資資産 21,062 21,029

営業貸付金 25,543 22,835

賃貸料等未収入金 287 267

販売用不動産 5,862 4,835

その他 2,440 2,158

貸倒引当金 △833 △827

流動資産合計 75,935 72,203

固定資産

有形固定資産

賃貸資産

賃貸不動産（純額） 37,619 37,475

その他（純額） 208 200

賃貸資産合計 37,828 37,675

社用資産 1,313 1,322

有形固定資産合計 39,142 38,998

無形固定資産 320 265

投資その他の資産

投資有価証券 3,754 3,813

その他 ※２
 2,645

※２
 2,711

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 6,387 6,512

固定資産合計 45,850 45,777

資産合計 121,785 117,980
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 921 887

短期借入金 40,645 39,546

1年内償還予定の社債 2,585 2,585

未払法人税等 25 76

引当金 121 70

その他 2,075 2,278

流動負債合計 46,374 45,444

固定負債

社債 5,693 5,572

長期借入金 47,115 44,420

引当金 353 259

その他 5,252 5,045

固定負債合計 58,413 55,297

負債合計 104,787 100,742

純資産の部

株主資本

資本金 2,933 2,933

資本剰余金 822 822

利益剰余金 15,756 16,019

自己株式 △2,486 △2,486

株主資本合計 17,026 17,289

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △35 △60

繰延ヘッジ損益 △12 △7

その他の包括利益累計額合計 △48 △67

少数株主持分 19 17

純資産合計 16,997 17,238

負債純資産合計 121,785 117,980
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 4,448 5,218

売上原価 3,176 3,909

売上総利益 1,271 1,308

販売費及び一般管理費 599 646

営業利益 672 661

営業外収益

受取利息 23 23

受取配当金 11 12

その他 21 13

営業外収益合計 56 50

営業外費用

支払利息 71 59

その他 13 4

営業外費用合計 84 63

経常利益 643 648

特別損失

投資有価証券評価損 16 －

特別損失合計 16 －

税金等調整前四半期純利益 626 648

法人税、住民税及び事業税 26 71

法人税等調整額 321 87

法人税等合計 348 159

少数株主損益調整前四半期純利益 278 489

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △2

四半期純利益 278 492
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 278 489

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9 △25

繰延ヘッジ損益 7 5

その他の包括利益合計 △1 △19

四半期包括利益 276 469

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 276 472

少数株主に係る四半期包括利益 0 △2
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【会計方針の変更等】
　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第１四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  １  偶発債務

  次のとおり金融機関からの借入金に対し保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

㈲美山 317百万円 311百万円

　

※２  投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

その他 1,620百万円 1,677百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れんの償却額は、次のとおりであります。　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 247百万円 253百万円

のれんの償却額 13百万円 8百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 233 7.50平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日
取締役会

普通株式 229 7.50平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

リース・
割賦

融資 不動産
フィー
ビジネス

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
  売上高

2,342 286 1,432 161 4,223 224 4,448 ― 4,448

  セグメント間の
  内部売上高又は
  振替高

― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 2,342 286 1,432 161 4,223 224 4,448 ― 4,448

セグメント利益
又は損失（△）

286 138 279 80 785 19 804 △132 672

(注)１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ場の管理経営、物品販売　等

を含んでおります。

２  セグメント利益調整額△132百万円は、全社費用であり報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

リース・
割賦

融資 不動産
フィー
ビジネス

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
  売上高

2,328 296 2,337 107 5,069 148 5,218 ― 5,218

  セグメント間の
  内部売上高又は
  振替高

― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 2,328 296 2,337 107 5,069 148 5,218 ― 5,218

セグメント利益
又は損失（△）

248 135 383 36 804 △9 794 △132 661

(注)１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ場の管理経営、物品販売　等

を含んでおります。

２  セグメント利益調整額△132百万円は、全社費用であり報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社九州リースサービス(E04821)

四半期報告書

15/18



　

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 8円92銭 16円09銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 278 492

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 278 492

    普通株式の期中平均株式数(株) 31,162,367 30,561,750

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

平成24年５月24日開催の取締役会において、平成24年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次

のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

      ①  配当金の総額　                                229百万円

      ②  １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　     ７円50銭

      ③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成24年６月29日　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月６日

株式会社九州リースサービス

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    本   野   正   紀     印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    甲   斐   祐   二     印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社九州リースサービスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会
計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から
平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社九州リースサービス及び連結子会社
の平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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